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『事例でわかる伝聞法則』＊訂正表 

 
 
【2020年８月 17日更新】 
◎本書に誤りがございました。 
 以下のとおり訂正し、ご利用いただけますようお願い申し上げます。 
 
●50頁 下から 9行目 
「（105 条、158 条、」を「（157 条、158 条、」と訂正する。 
 
●145頁 11行目 
「イ これを別紙１についていると」を「イ これを別紙１について見ると」と訂正する。 
 
●148頁 10行目 
「①IC レコーダを使用して，約 3 分間にわたり，この乙の会話を録音した。」に下線を加える。 
 
●150頁 下から 2～1行目 
「③本件文書及び本件メモについても証拠調べを請求した。」に下線を加える。 
 
●160頁 下から 16～15行目 
「伝聞法則の趣旨は、伝聞証拠は、」を「伝聞法則の趣旨は、供述証拠は、」と訂正する。 
 
●175頁 13行目 
「伝聞法則の趣旨は、伝聞証拠が」を「伝聞法則の趣旨は、供述証拠が」と訂正する。 
 
 

◎重版にあたり、以下の箇所を訂正いたしました。 

 
●23頁 16行目 
「被告人以外の者のその他の供述書および供述録取書」を「被告人以外の者の供述書およびその
他の供述録取書」と訂正する。 
 
●31頁 
事例１の 1～5行目を以下に差し替える 
「A は、V を殺害した疑いで逮捕・勾留された。犯行現場を通りかかった W がその始終を目撃
していたが、W は捜査官への供述を拒否している上、不法在留外国人であり、近々強制送還さ
れる可能性が高い。このため、裁判官 P は、W の証人尋問を請求し（226 条）、裁判官は、W の
帰国前に、W の証人尋問を実施した（228 条）。」 
14行目「供述に代［わる］書面」を「供述に代」わる書面」と訂正する。 
17行目「証拠保全としての」を「第 1 回公判前の」と訂正する。 
 
●32頁 3行目 
「その後 A 起訴された」を「その後 A は起訴された」と訂正する。 
 
●43頁 16行目 
「絶対的特信状況」を「絶対的特信情況」と訂正する。 

 
●44頁 小問 1の 2 行目 
「F の厳しい処罰感情」を「G の厳しい処罰感情」と訂正する。 
 
●51頁 注)49の 2 行目 
「当事者に立会権の有無」を「当事者の立会権の有無」と訂正する。 
 
●53頁 設問 6の 4 行目 
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「記載した司法警察員」を「記載した司法警察職員」と訂正する。 
 
●56頁 
3行目「手段の 1 つである実況見分の目的物その他必要な状態」を「手段の１つとして、目的物
その他の状態」と訂正する。 
17行目「まさに W の目撃証言」を「まさに W の目撃供述」と訂正する。 
 
●57頁 設問 7の 12～13行目 
「V は上記報告書が作成された後死亡した。」を削除する(重複のため）。 
 
●92頁 事例 1の４行目 
「B は民事裁判で、A と共同して」を「B は A と共同して」と訂正する。 
 
●94頁 
7行目「B 自身の公判にいて」を「自身の公判において」と訂正する。 
小問 3の 1行目「B 自身の公判において」を「自身の民事裁判において」と訂正する。 
下から 11行目「A の公判と分離された B 自身の公判にいて被告人として」を「自身の民事裁判
における公判で、被告として」と訂正する。 
 
●95頁 下から 12 行目 
「（320 条）」を「（320 条１項）」と訂正する。 
 
●149頁 下から 13 行目 
「6. は，」を「6. P は，」と訂正する。 
 
●153頁 下から 10 行目 
「本件メモは供述証拠であって」を「本件メモは伝聞証拠であって」と訂正する。 
 
●154頁 2行目 
「特信状況」を「特信情況」と訂正する。 
 
●175頁 14行目 
「公判に検出」を「公判に顕出」と訂正する。 


